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抄録

新型コロナウイルス感染症が流行し，不要不急の外出の禁止やマスク着用を求められる

状況が続いており，人々の運動不足や体力低下が懸念される。本研究では，幼児を対象に，

新型コロナウイルス感染症の流行が生活習慣や体力に及ぼす影響について検討した。幼児

110名を対象に，体力テストと保護者へ子どもの生活習慣に関するアンケート調査を行っ

た。加えて，新型コロナウイルス感染症の流行前（2019年）と後（2020年）の体力テスト

の値を比較した。アンケートの結果から，新型コロナウイルス感染症流行前と比較して，

大きな生活の変化は示されず，体力にも影響がなかった。2019年度と比較した体力テスト

の結果も差を示さなかった。幼児の遊びを通しての運動は，本能的なものであり，自粛を

求められた環境下でも自身の運動に対する欲求を満たしていたと推測する。

キーワード　新型コロナウイルス感染症，COVID-19，生活習慣，体力，体力テスト

Ⅰ，緒言
2020年，新型コロナウイルス感染症が世界的に流行し，人々の生活は大きく変わった。

日本では， 4月16日に全国に「緊急事態宣言」が発出され，国民の不要不急の外出や活動

の自粛が要請された。岡山市内の保育園・こども園・幼稚園においても，宣言期間内の閉

園や登園自粛の要請が行われた。岡山市では，5月14日に宣言が解除されたものの，密集・
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密接・密閉の 3 密を防ぐ行動とマスクの着用が求められる状況は現在まで続いている。

2020年 5 月にスポーツ庁から連絡された「学校の体育の授業におけるマスク着用の必要性

について」1）の中には，児童生徒が密集する運動等は地域の感染状況等を踏まえ，安全

な実施が困難である場合は，当面実施しないよう求めている。加えて， 3密の状態を避け

るために，2020年度は多くの学校で運動会などの行事は中止・延期・縮小となった。この

ような状況のため国民全体の運動不足や体力低下が懸念されている。

新型コロナウイルス感染症の流行が身体活動に及ぼす影響については，少しずつ研究報

告が蓄積されている。日本人の成人を対象とした調査研究の多くは，身体活動量の低下を

報告している2） 3） 4）。国外の先行研究では，子どもを対象としたものが報告5）をされて

いるが，幼児を対象としたものはほとんどない。子どもの中でも特に幼児は，大人の生活

習慣6） 7）や親の運動に対する意識8）等の子どもを取り巻く周囲の影響を受けることがわ

かっており，より一層の配慮が必要であると考える。

本研究は，幼児を対象に，新型コロナウイルス感染症の流行が，生活習慣や体力に及ぼ

す影響を調べるとともに，体力低下の有無について検討することを目的として実施した。

Ⅱ，方法
1 ，対象者

岡山市内にある幼保連携型認定こども園Ａこども園の 3 歳児以上の園児を対象とした。

研究調査の実施にあたり，Ａこども園から研究の同意を得て，教育活動の一部として実施

した。対象者の保護者には本研究の目的や方法，利益・不利益，個人情報の保護，研究参

加の取り下げは自由であることなどを記した文書を配布した。対象者である幼児には，測

定方法やその目的を説明したのちに，非強制的に実施した。

2，測定項目

1）形態測定

身長及び体重の測定結果は，Ａこども園で毎月実施している身体測定の結果を提供して

いただいた。

2）体力テスト

体力テストの項目は，25ｍ走・立ち幅跳び・テニスボール投げを採用した。体力テスト

は，文部科学省で報告されている方法を参考に実施し，得られた数値から得点化した9）。

（ １ ）２５ｍ走

2 名ずつ測定を行った。ゴールラインより 5 m延長した30mの走路を設定し，30mのラ

インを走り抜けるよう指示し，スタートから25ｍ地点を通過するまでの時間を計測した。

（ ２ ）立ち幅跳び
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踏み切り線を踏まないように立たせ，腕を振って両足同時に踏み切って跳躍するよう指

示した。着地した位置の最も踏み切り線に近い位置と踏み切り線の直線距離を計測した。

2回実施し，値が大きい方を調査に用いた。

（ ３ ）テニスボール投げ

硬式テニスボールを用いて，助走なしで，利き手の上手投げでできるだけ遠くに投げる

よう指示した。制限ラインからボール落下地点の最短距離を0.5m単位で計測した。 2 回

実施し，値が大きい方を調査に用いた。

3，統計処理

データは，平均値±標準偏差で示した。統計学的な有意水準（p）は 5％未満とした。

4，測定調査の流れ及びＡこども園における新型コロナウイルス感染症流行禍の対応

1）測定調査の全体的な流れ

本研究は， 2つの調査より構成している。調査 1は，2020年に保護者に実施したコロナ

禍における生活習慣に関するアンケート調査をもとに体力テストの結果を検討した。調査

2は，2019年度と2020年度の体力テスト結果を比較した。全体的な概略を図 1に示す。

2）Ａこども園における新型コロナウイルス感染症流行禍の対応

幼保連携型認定こども園は，幼稚園と保育所の機能の両方を持ち合わせている。そのた

めＡこども園の 3歳児以上は， 1号認定（幼稚園利用）と 2号認定（保育所利用）の園児

が在籍している。2020年 4 月の緊急事態宣言中は， 1号認定の園児は休園となり， 2号認

定の園児は登園自粛を要請し，保育活動は大幅に縮小された。緊急事態宣言解除後は， 3

歳以上児は園内において原則マスクを着用することとなった。2020年度の夏のプールは中

止となり，園外での活動もほぼ中止となった。10月の運動会は学年ごとの入れ替えで短縮

して実施した。

図 1 　調査研究の全体図
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Ⅳ，調査 １（横断研究）
1 ，対象者

2020年度に対象園へ在籍していた

幼児110名（ 3歳児36名，4歳児41名，

5歳児35名）である。対象者の身体

的特性を表 1に示す。

2，方法

幼児に体力テストを行い，幼児の

保護者へはアンケート調査を実施し

た。体力テストは，2020年11月に行っ

た。アンケート調査は，2020年12月

に実施し，新型コロナウイルス感染

症流行前と比較しての対象児の生活

習慣の変化についてたずねた。アン

ケート調査への回答は任意とした

（回収率77.7％）。アンケート調査の

内容と内訳を表 2に示す。アンケー

ト調査の各項目を「増えた（＝増加群）」「変わらない（＝不変群）」「減った（＝減少群）」

で回答してもらった。新型コロナウイルス感染症の流行における生活の変化の関連性をみ

るためにχ2検定を行った。さらに，一般的に動的な活動を連想させる項目（①②③）と

静的な活動が連想される項目（④⑤⑥⑦）とテレビ等視聴時間（⑦）を得点化（減少：

- 1 点，不変： 0 点，増加： 1 点）し，「不変= 0 」を基準とした 1 変量の t 検定を行った。

体力テストの結果は，文部科学省の報告9）をもとに得点化したものの合計点を算出し，

各アンケート項目を「増加群」「不変群」「減少群」で比較した。ただし，表 2に示す④⑤

⑥⑦のアンケート項目の減少群は対象者数が少ないので除外して比較した。比較には，一

元配置の分散分析を用いた。

3，結果

1）アンケート調査の結果

アンケート調査の結果は，表 2 に示す通り，室内遊びの時間とテレビ等（Youtube等も

含む）の視聴時間以外の項目では，「変わらない（不変）」の回答が一番多かった。χ2検

定より「変わらない（不変）」と回答が多かったのは，運動量・読書時間・造形遊び時間

であった（表 3）。

動的な活動を連想させる項目（①②③）と静的な活動が連想される項目（④⑤⑥⑦），

および，テレビ等視聴時間（⑦）をそれぞれ動的遊び得点，静的遊び得点，メディア増加

表 1 　調査 1 ：対象者の身体的特性

表 2 　調査 1 ：アンケート調査内容と結果
コロナ流行前との比較
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得点として得点化（減少：- 1 点，

不変： 0 点，増加： 1 点）し，「不

変＝ 0」を基準とした 1 変量の t 検

定を行った。その結果，「不変」と

差は認められず，アンケート調査か

ら幼児の生活が大きく変化した全体

的な傾向は示されなかった。しかし

ながら，個人差が大きく，回答の分

布が二極化の傾向が示されたため，

これらの結果をもとに，クラスタ分析を行った（図 2）。その結果，三つのクラスタに分

類され，このうち動的遊び得点が低く，静的遊び得点の高かったクラスタ 1を「静的遊び

増加型（n=34）」，静的遊び得点が低く，動的遊びとメディア得点の高いクラスタ 2を「動

的遊び・メディア増加型（n=28）」，メディア得点が低く，動的遊び得点が高いクラスタ

3を「動的遊び増加型（n=22）」とした。なお，クラスタ間の人数差は認められなかった。

本研究では生活変化の個人差の要因までは検討できなかった。体力テストの結果とクラス

タの間にも関係性は示されなかった。

2）生活習慣の変化と体力テストの比較

アンケート調査の結果から，体力テストの合計点を比較した結果を図 3に示す。新型コ

ロナウイルス感染症流行前と比較してテレビ等視聴時間が増加した群が不変群と比較して，

体力テストの値が有意に高い値を示したが，その他の項目では，群間に差は示さなかった。

表 3 　調査 1 ：コロナ流行前との生活の変化

図 2 　調査 1 ：クラスタ間の得点の比較
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図 3 　調査 1 ：生活の変化における体力テスト結果の比較
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Ⅴ．調査 ２（繰り返し横断研究）
1 ，対象者

新型コロナウイルス感染症流行

前の2019年に在園していた幼児

115名と流行後の2020年に在園し

ていた幼児112名を対象とした。

対象者の内訳を表 4に示す。

2，方法

身長，体重と体力テストの値を学年別（年長・年中・年少）に比較した。比較には，対

応のない t 検定を用いた。

3，結果

2019年度と2020年度の身長・体重と体力テスト結果を学年別に比較したところ， 3歳児

クラスの立ち幅跳びが2020年度の方が有意に高値を示したが，その他の学年・項目では差

は示さなかった。結果を表 5に示す。

Ⅵ，総合討論
本研究は，保護者に行ったアンケート調査から，幼児が新型コロナウイルス感染症流行

前と比較して，遊びの形態に顕著な変化が無いことを明らかにした。加えて，新型コロナ

ウイルス感染症の流行による新しい生活様式への移行に伴う，幼児の体力テストの結果に

は影響を及ぼさなかったことがわかった。これらの結果は，幼児の運動は，意図されたも

のではなく，本能的なものであり，幼児の運動に対する欲求を満たすために保護者は配慮

したのではないかと推察される。また一方で今回の世界的な新型コロナウイルス感染症の

流行により，保護者はできるだけ子どもに負の影響を及ぼさないように計らった可能性も

否定できない。 0～19歳の子どもを対象とした新型コロナウイルス感染症流行前と流行中

の健康関連の生活の質を評価したシステマティック研究10）では，新型コロナウイルス感

表 4 　調査 2 ：対象者の内訳

表 ５ 　調査 2 ：新型コロナウイルス流行前と流行後の体力テストの比較
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染症の流行により健康関連の生活の質の低下を報告した研究は 3件，影響を認めなかった

研究は 2件であり，一貫した見解は得られていない。世界各国において，生活への制限や

法的措置，期間が異なっているために正確に検討をするのは難しい。国内において成人を

対象とした先行研究では，歩数及び身体活動量を性別と年齢，地域（首都圏・特別警戒地

域・その他の地域）で検討した結果，2020年 4 月の緊急事態宣言発令時に，首都圏の歩数

は低下したが，その他の地域では新型コロナウイルス感染症流行前の2019年と比較して変

化が無かったことを報告している11）。本研究の対象園は，岡山市内にあり2020年 4 月の 1

回目の緊急事態宣言発令時には，特別警戒地域には指定されなかった。参考として，Google

が提供しているCOVID-19：コミュニティモビリティレポート12）によると岡山県民の歩数

は首都圏よりも多く，緊急事態宣言後に一度低下した歩数は，他の都市部と比較して早い

段階で国内での新型コロナウイルス感染者発生した 1 月と同じ水準の歩数に回復してい

る。国内においても地域や県民性が新型コロナウイルス感染症の流行による生活習慣の変

化に影響を及ぼしていることがわかる。

本調査において，新型コロナウイルス感染症発生の前年と比較して，体力テストの結果

は変化が認められなかった。2020年度の文部科学省の「体力・運動能力調査」では，小学

生の体力テストの合計点は，前年度と比較して高く，その他の学校種及び年代ではわずか

に低いと報告している13）。小学生の体力が昨年度と比較して高かったことは，本調査の結

果を支持する結果であると考える。しかしながら，新型コロナウイルス感染症の流行によ

り，「体力・運動能力調査」に集約される2020年度の各県の学校で実施される体力テスト

は縮小・未実施の県もあり，全都道府県の結果が反映されておらず，さらに通常の体力調

査実施時期が例年と比べて遅くなっているため，子どもの成長の影響なども少なからずあ

ることが考えられる。それでも，小学生の体力テストの結果は，小学校以外の学校種や年

代とは違う様相を示しており，体力の低下が認められなかったことは，新型コロナウイル

ス感染症の流行下においても，幼児及び小学生の体力維持に必要な運動及び運動機会が保

持されていた可能性を示唆し，とりわけ年齢の低い子どもたち，すなわち幼児に対する新

型コロナウイルス感染症の流行に伴う新しい生活様式の転換は，短期的には影響を及ぼし

ていなかった可能性が示唆された。緊急事態宣言中に登園自粛や縮小を求められた子ども

は，家庭などで過ごすことが多くなったことが予測されるが，集団としての保育・教育活

動が中止・縮小となり，家庭内で自分の思うように移動したり体を動かしたりすることが

できたのかもしれない。加えて，幼児は体が小さく，行動範囲が限定されているために家

庭内や屋内などの狭い場所であっても，欲求や発育発達に必要な運動を充足する事ができ

た子どももいると考える。

今回の調査では，体力テストをもとに新型コロナウイルス感染症流行下での幼児の体力

について検討した。文部科学省の報告書9）では，幼児の体力テスト項目として 7項目（25m

走，立ち幅跳び，ボール投げ，両足連続飛び越し，体支持持続時間，捕球，往復走）が紹

介されている。しかしながら本調査では，体力テスト実施時に新型コロナウイルス感染症
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の拡大状況が収束しておらず，体力テストは戸外で実施可能であり，待機時間の密集・密

接を回避するために，基本的な運動能力の走る・投げる・跳ぶの指標である25m走・ボー

ル投げ・立ち幅跳びの 3種目に限定して実施した。これらのテストは運動能力の指標であ

り，運動技能や身体をコントロールする力については検討できていない。特に走る・跳ぶ

は生得的な動作である。最近では，身体活動量が確保されている子どもであっても，複数

の運動・遊びやスポーツへの取り組みが少なく，活動が単一の内容にとどまる子どもと様々

な活動に取り組んでいる子どもが存在することが報告14）されており，いわゆる幼児にお

ける運動能力の「偏り」の指摘がされている15）。特に幼児期は，筋運動の協調に係る神経

系が著しく発達するため，多様な動きの獲得が必要である16）。遊びを楽しくする条件とし

て，仲間・時間・空間が挙げられ「三間」として今日の子どもの体力低下の背景として挙

げられている17）。緊急事態宣言中の休園や登園自粛は，子どもたちにとって仲間や空間が

充足していなかったことが予測され，家庭内や家庭周辺で単に走り回ったり，動いたりす

るようでは，非構造化な活動であり，身体のコーディネーション能力や社会面の発達にも

影響を及ぼすことが推察される。しかしながら，本調査のアンケート項目では，外遊び・

室内遊び・公園に行く機会の増減をたずねたが，その内容までは調査しなかった。これら

のことも踏まえて，新型コロナウイルス感染症の流行が幼児に及ぼした長期的な影響につ

いては，対象者を拡充して検討する必要があり，今後の課題である。

未だ，新型コロナウイルス感染症の収束に至っていない。令和 3年（2021）度全国体力・

運動能力，運動習慣等調査報告書18）（令和 2 年度（2020）は，コロナの影響で調査は中止

された）では，2019年度と比較して，小中学生の体力の低下が指摘された。引き続き，幼

児についても検討が必要でである。今後も不要不急の外出を控えたり，様々な保育・教育

活動の縮小を求めたりされる状況が続くのであれば，子ども・保護者・社会のそれぞれの

立場に立って，ただ単に子どもの身体活動量の増加を目指すだけでなく，子どもに必要な

運動経験や運動動作の獲得の視点での支援及び介入が不可欠であると考える。

Ⅶ，まとめ
2020年11月の時点では，幼児における新型コロナウイルス感染症の流行による生活の変

化への全体的な傾向は認められず，体力テスト結果への影響も少なかった。加えて，新型

コロナウイルス流行前と比較しても体力の低下はみられないことが示唆された。
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